
















































































































































( )( )cbacba −−++ 33  
( ) ( ) L+−×+−×+×= cabaaa 3  
222





( )( )cbacba −−++ 33  
( )( )MaMa −+=  
22
Ma −=  
( )22 3 cba +−=  
222

































である。例えば ( )( )dcba ++ を展開するのに
















と に し た 。 ( ) 222 2 bababa ++=+ と









( )nba + の特殊な場合であるといえる。しかし、
L4,3,2=n としていくことで、パスカルの“算














( )nba + の展開式を導く手段であると考えたが、
授業ではどのように扱うのか。私は、問題の中に
( )nba + の展開式を導くようにさせ、導く際に「置
き換え」を用いてパスカルの“算術三角形”に気
づかせるような流れがいいのではないかと考える。
問題に ( )2ba + 、 ( )2ba − などの乗法公式だけの
計算だけで、集団討議でパスカルの“算術三角形”
を扱うと、「置き換え」が ( )nba + の展開式を導く
手段であると生徒はあまり感じないだろう。生徒
が体験することで、より「置き換え」は計算を簡










問 ( )nba + という計算をしたい。 L4,3,2=n
としていくと、それぞれ展開式はどのように表すこ
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数学的活動Ａ 数学的活動Ｂ 数学的活動Ｃ 
集団討議 
▼パスカルの“算術三角形”について述べる。 
1=n          １ １ 
2=n        １ ２ １ 
3=n       １ ３ ３ １ 
4=n      １ ４ ５ ４ １ 
 
 
子どもによりよい数学的活動を行うことがで
きるように助成することが、子どもと数学の両方
に開かれている指導と言い、よりよい数学的活動
を行うことができるよう助成するもの 
